
33.ハザードマップの調査

目的： 私たちが暮らしている地域や学校周辺のハザードマップを調査してみよう。

災害時には、どこに逃げればよいか、どのように行動し、安全を確保するべ

きか、グループで話し合ってみよう。

準備： 地域のハザードマップ 、 地形図 、 ペン 、色鉛筆

国土交通省 岩手河川国道事務所 web ページより

方法：（１）ハザードマップの調査

① ハザードマップに学校の位置、自分の住んでいるところ付近を記入してみる。

② 学校や自分たちが住んでいる場所での考えられる火山災害。対処方法などを

話し合う。

例１ 学校周辺の災害について

例２ 自分の住んでいる地区での災害について

例３ 部活動や課外活動、レジャー等で岩手山付近にいた場合について

結果：

年 組 番 氏名



□ ハザードマップをみてわかったこと。

例：学校周辺の災害について 、 自分の住んでいる地区での災害について

部活動や課外活動、レジャー等で岩手山付近にいた場合について 等

□ 災害が起こった際、どのような行動を取らなくてはならないか。

例： 避難場所 、 避難経路 、



（２）地域の過去に起きた災害の調査

① 自分たちが調べてきた災害をハザードマップに記入する。

② 山体崩壊跡地（流れ山）をハザードマップに記入する。

③ 岩屑なだれの起こった地域を色鉛筆でぬる。

④ もう一度、ハザードマップを見直し、（１）で話し合った内容から、

・最初と比べて、何に気がついたか。

・災害についてどのように考え方が変わったか。

・災害が起こったら、どのような行動をとらなくてはならないか、もう一度

考えてみる。

結果：
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□ 最初のハザードマップと書き込んだ後とを比較して、何に気がついたか。

□ 最初の話し合いからどのように考え方がかわったか。

□ 災害が起きたならば、どの様な行動を取らなければならないか。


